
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会 平成 22年度いのちの教育総合支援事業 

「いのちの授業」 
富山市立奥田北小学校４学年児童 

平成２２年１０月２１日実施 

【いのちの先生】 

山谷 眞己先生 

・中島こどもクリニック医院長 

【授業の概要】 

１ 「いのちの先生」の紹介 

２ 「いのちの先生」の話 

 (1) いのちはなくなってしまう 

  (2) いのちはつづいている 

 (3) いのちは他のいのちをもらって生きている 

 (4) 「ごんぎつね」の絵本の紹介 

 

 事前にアンケートを取り、児童の実態を把

握された上で、児童に対して大変分かりやす

く話を進めていただいた。児童に対して「自

他のいのち」「いのちの大切さ」について考

える機会を与えていただく内容であった。最

後に「ごんぎつね」の絵本を紹介され、互い

を理解し合うことの大切さを教えていただ

いた。 

 

 
 

 私は、いのちの大切さについて 

学びました。食べ物に感謝するこ 

とやいのちはつながっているこ

と 

 
とを学びました。いのちの先生の 

お話を聞いて、食べ物からいのち 

をいただいているのだな、両親と 

つながって、今の私がいるのだな 

と思いました。最後に 

なりましたが、私を 

産んでくれてあり

が 

 いのちの大切さを学べてよかっ

た 
たね。いのちはつながっていて、 

本当に大切だよね。いろいろなこ 

がとう。 

とに感謝して生きていってほし

い いと思います。 

 それから、ママのもとに生まれ 

てきてくれてこちらこそありがと 

 
う。いつもあなたのそ 

ばで応援しています。 

あなたの味方だからね。 

 ママへ  ○○へ 



 

 

 
 

 

 
 

 私はいのちの授業を受けて、い 

ろいろなことを学んだよ。それは 

「いのちはどんどんつながってい 

る」ということです。また、食事 

をするということは、いのちをも 

らっているということなどいっぱ 

い教えてもらいました。ママ、今 

までありがとう。これ 

からもよろしくお願 

いします。 

 いつも当たり前のようにあると 

思っているいのちについて「どん 

どんつながっている」や「食べる 

ことはいのちをもらっている」と 

とても大切なことを感じてくれて 

ママはうれしく思いました。いのち 

を大事にするということは、元気 

に遊ぶことでもあるよ 

ね。これからもよろ 

しく。 ママより 

 ぼくはいのちの授業を受けて、 

大切なことをいろいろと学びまし 

た。「いのちは大切」ということは 

知っていますが、なぜ大切なのか 

今日の授業でよくわかりました。 

いのちの授業で、「いのちはつなが 

っている」ということを教わり、 

「ああ、ぼくもつなが 

っているんだな」と 

思いました。 

 いのちの授業があった日に、お 

母さんにたくさん「ありがとう」 

と言ってくれたね。○○君、お母 

さんこそいつもたくさんありがと 

 
う。私は○○君がお母さんの子ど 

もに生まれてきてくれて本当に

せ 
幸せ者です。優しい心をいつまで 

ももち続けていってく 

れますように。 

あなたのお母さんより 

 ママへ  ○○へ 

 お母さんへ  ○○君へ 


